
株式会社レゾナック・ホールディングス 2025年第3四半期決算説明会 Ｑ＆Ａ要旨 

日  時：2025年11月13日（木）17:00～18:00 
説明者：取締役 常務執行役員CFO 染宮 秀樹 

＊内容は、開催日時点の情報に基づいております。 

【全社】 
Q 非経常項目に記載のある「減損損失」「事業構造改善引
当金繰入額」とは、具体的にどのような内容のものか。 

A 減損損失は、Fiamm Energy Technology S. p. A及
び自動車成形部材事業の譲渡等によるものである。事業構
造改善引当金繰入額については、Fiamm Energy 
Technology S. p. Aの譲渡によるものである。 

Q 業績予想では「その他・調整額」のコア営業利益を△220
億円で見込んでいるが、4Qで何か大きく費用が発生する
可能性はあるか。 

A 「その他・調整額」には、本社経費を含む間接固定費が含ま
れている。年度末なこともあり、4Qは他のQより費用計上
は膨らむ見込みだが、業績予想値ほどの出費にはならない
想定である。 

【半導体・電子材料セグメント】 
Q半導体・電子材料セグメントにおける季節性について伺い
たい。3Qは、スマートフォン向けの需要があった、とのこと
だが、具体的にどのサブセグメントがその恩恵を受けたの
か教えていただきたい。 

A スマートフォン作りこみ需要の恩恵を受けたのは、主に後工
程材料サブセグメントである。 

Q前工程材料サブセグメントは前年同期対比で減収だが、
3Qの状況を教えていただきたい。 

A 前年同期対比減収だが、これは 25/1Qに排ガス処理装
置事業の事業譲渡を実施した影響である。それを除けば、
前年同期対比ほぼ横ばいであり、3Qは、2Q対比で増収
である。 

Q AI関連製品の3Qまでの状況を教えていただきたい。 
A AI関連製品全体として、25年は 24年対比で「売上収益
２倍」を見込んでおり、現状、製品別に濃淡はあるものの、
全体としては計画に対してインラインで進捗している。 

Q デバイスソリューションサブセグメントについて伺いたい。2Q
対比で3Qは大きく増収したと思うが、その背景を教えていた
だきたい。 

A デバイスソリューションサブセグメントの増収にもっとも寄与した
のは、HDメディアである。HDメディアは、データセンターのス
トレージ需要拡大の恩恵を受け、増収したと理解している。 

【ケミカルセグメント】 
Q 黒鉛電極事業は2Qから3Qにかけてどのように推移し
たか。さらに、4Qの見通しについても教えていただきたい。 

A 黒鉛電極事業については引き続き市況が厳しく、2Qから利
益水準も大きく変わらない。4Qは、構造改革による固定費
削減効果もあるため、コア営業利益が少し改善するイメージ
である。ただし、厳しい市況の中、黒鉛電極の価格が下がる
リスクや低価法による評価損が計上されるリスク等もあり、不
透明な状況である。 

Q 黒鉛電極事業における構造改革の進捗について、アップ
デートがあれば伺いたい。 

A 黒鉛電極事業の構造改革については、鋭意検討を進めて
おり、進捗があり次第、順次お伝えしていきたい。 

【クラサスケミカルセグメント】 
Q 25/上期はコア営業利益が赤字だったが、3Qは大きく改
善し、黒字になったと理解している。4Qについても、3Q
同様、好調に推移する見込みか。 

A 4Qは 3Qより固定費が膨らむ見込みのため、3Qより収益
性はやや落ちる想定だが、コア営業利益はしっかり出せる計
画である。2Qから 3Qにかけて、コア営業利益は大きく改善
したが、一時要因などはなく、実力値である。 

以上 

＊本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な
要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。なお、法令に定めのある場合を除き、当社はこれらの将来予測に基づく記述を更新する義
務を負いません。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績に影響を与える要素には、世界的な政治情勢、
経済情勢、規制の強化、製品の需要動向および市況、為替レートなどが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 




